
諮問書 

令和 8年 10 月 23 日 

富士見町特別職報酬等審議会 委員長 様 

富士見町長 渡辺 葉 

議員報酬の額の改定について（諮問） 

 

平素より、本町の町政推進および行政運営に対し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、本町の議会議員の議員報酬額につきましては、平成 8年 4月以降、30 年間にわたり据え置

かれてまいりました。この間、社会経済情勢の変化や、町職員の給与改定（人事院勧告に基づく改

定等）が行われる一方で、議員報酬については据え置きの状況が続いております。 

こうした中、富士見町議会におきましては、近年の多様な議員構成の実現や議員のなり手不足の

解消、さらには議員活動の実態に即した適正な報酬水準について、数年にわたる調査および検証が

重ねられてまいりました。今般、その検証結果を踏まえた「議員報酬額の改定に向けた諮問要望

書」が、令和 8年 9月に町議会より町長宛に提出されたところであります。 

本町といたしましても、今後の地方分権の進展における議会の重要性や、公正かつ開かれた議論

の必要性を鑑み、議員報酬について慎重かつ多角的に検討を行うことが必要であると考えておりま

す。 

つきましては、富士見町特別職報酬等審議会条例の規定に基づき、本町の議会議員の議員報酬の

額の改定について、ご審議を賜りたく、ここに諮問いたします。 

記 

1. 諮問事項   富士見町議会議員の議員報酬の額の改定について 

2. 参考資料 

 富士見町議会提出「議員報酬額の改定に向けた諮問要望書」（令和 8年 9月） 

 議会・議員活動量調査結果およびアンケート集計結果等 


